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口立教育訓練用小形原子炉は科学技術庁原子力局の補助金を交付されトi下川崎帝王禅;､11に建設中である｡形

式ほ付属プール付タソク形で,定格熱Fl:i力100kW,炉心部の平均

ほ10%濃紺酸化ウラソビレットを使用している｡

中性子束ほ1.4×1012n/cm2sで,燃料に

本炉の設計に当っては安全を第一の目標とし,央験,訓練の使を考慮し各部に晰蘭な設計を採りいれ,民間

における純同塵第1-けの原子炉としようとしている｡

ト 緒 言

本原予かほ核物上Ij戌験,しゃへい冥験,放射線化学の研究,アイ

ソトープの牛鍾,頂イカ技術前の教育訓純などの【]的のために計画

されたもので,形式ほ付属プール付タンク形,定格熱潮力は100kW

である｡

木原子炉建設にいたる経過ほ次のとおりである{)l]本の原二予力も

初期の段階を脱して,1｣木原子力研境川極ほじめ人学ならびに研究

実で所

子力開発期の初期より

され,廿立製作所においても以

積してきた研究結果をもって,前記目的を

速成するための実験用原子炉を建設し,さらに画期的に原子力技術

の水準を同上させようとする計画が進められつつあった｡たまたま

科学技術‖三原子力斤如こおいても小形教育訓練用原子炉切国産化を計

るために,炉の製作に補仙金を交付し国内メーカーの技術をより進

展させることが決定され,国産原子炉の計画が公募された｡当社ほ

これに.応募し,昭利35年1月その特異の設計が認められ助成の認~iイ

を得たものである｡

助成認可にひきつづいて本頂子炉の安全性に重点をおいた原子炉

設置許可申請書を原子力委員会安全審査委員会に提出し,専門的な

審査をうけ,昭和35年5月,円本政府より正式に設間が許可された｡

2.設置場所および建物

設置場所ほ神奈川県川崎市王禅寺字大門である｡

原子炉棚ほ第】図および弟2図に示すように,厚さ250mmの鉄

筋コソグリート壁をもつ,縦20m,債21m,高さ17mの矩形 物で

炉室およびその外側の原子炉付属設備室よりなる｡炉窒のちょうど

中央に炉心部をおき,その周辺に各掩果験装置をおいて有効に使用

できるような広さをもたせた｡炉室には4.5トンのクレーソが設置

されている｡

炉室の北東側ほ原子炉棟および付属 験煉の吸排気を行わせる送

風機峯および排風機室がある｡排風機室の一隅の地下室に祁機室を

設け,100kWの熱を除去する冷却系統の設備が設置されている｡

宅ほ厚さ11Tlのコンクリートでしヤへいされている｡

炉室の 南側ほCo60を躁作するホットケーブがあり,炉で生産

された放射性同位元 および分割を行う｡この窒の北側ほか

室および実験室より_発生する政射彿 液の処王坦室になっている｡

か室の西南側は1階は中庭,2階は制御室で,制御室の床の高さ

ほ炉の高さと同じになっており炉室を監視しながら,安全に二旺転了IiU

御ができるようになっている｡

炉手原 側西西の の付属矧換快はモニタ室,RI実験室などの放

*
日立製作所日立工場

**
日立製作所中火研究所
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一

階 平 面 図

応接室兼会議室＼

‰□

∠て(只免グ

』j~折二
＼
甲竜

肝-■■■招

曳

廃L___

Ⅶ,1
】 ｢

ナ

コントロール宣r
旧

+++++
:[

-7J視グー-7α汐-

第2岡 原 子 炉 建 物 二 階 平 面 図

射性物門管理区劇と電妄く渠験室,物理実験室,計測重などよりなる

非管規区域に別れ,管理区域にほいるには必ずモニタ室を通過しな

ければならないようになっている｡

3.原子炉の仕様および特長

3.1原子炉の仕様

この原子炉の什様を決定するにあたっては,緒言に述べた目的を

速成することはもちろん,次の

(1)絶対安全であること｡

(2)運転が容易で,信頼性が高いこと｡

､ている｡

可
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第31Xl‖宥紆桁訓l練ノI悌(千炉の模型

できるだけ多くのリミ騒ができること｡

いこ1産の材料を使用し価俗の引下げをはかる新設計をもりこ

むこと｡

まず安全第一という根本原則より,原子炉の形式およひ燃料を検

討し,またこれに加うるに 転管邦の難易,各瞳実験のやりやすさ,

運営の経済牲を考慮し,さらに暴走そのほかの事故に しても絶対

安全であるような反応度,温度係数,ポイド係数,ならびに安全棒

の制御能力などを一考慮した核的設計値を採った｡燃料棒をはじめ布

部の熱的設計,事脚寺のしゃへい能九 放射性ガス,液体,l~･■f】休の

処即および周辺へり影響なども十分検討をつくした｡

これらの検討結果より木原子炉のおもな仕様を次のように決定し

た｡弟3図に木原子炉の模型を示す｡

HTR の仕様

式

～】i ブJ

料

初期燃料

減 速

冷 却

反 射

1

は二

材

材

材

し ゃ へ い材

炉 寸 法

核 !措 性

熱 !特 性

制 御 棒

実 験 設 備

プール付夕二/ク形原子炉

定楕100kW いぃ〃碑

濃縮度10%,2酸化ウラソセラ

アルミニウム被挺

燃料要 数 55木

ック

U235約4kg

軽 水

軽 水

黒鉛および軽水

軽水および普通コンクリート

有効炉心約400×400×高さ400mm

反射体約1,100×1,100×高さ650mm

平均熱■川V.E子束 約1.4×1012n/'cm2/s

政■高熱中性子

初期超過反応度

比 H 力

冷却材温度

シム安全捧

反応度

材 料

調 整 棒

反応度

材 料

水ニ竹夫験孔

水平畏通孔

メし

RI製造装m

熱申仲子柱

約2.7×1012n/cm2/s

約1.25% △k/k

約25kW/kg U235

約350c

1.33%

ポロソステンレス銅

1木

0.5%

ステンレス銅

150mlTl¢

25nlm¢

25111nl¢

4本

1本

2木

1式

1式

冷 却
■L

ii叉
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しゃへい央験用プール 1式

アイソトープ･トレソ200×300mm2木

肺 冷却系統

押･化系統

純水供 系統

計測制御系統 小性子計測系統

プロセス計測系統

制御棉操作系統

′友仝巨l路

廃棄物処理設備++気体廃棄物処押系統

液体廃棄物処理系統

川休廃棄物処理系統

放射縦弊Ⅲ施設

3.2 特 長

5チー1ナノネル

(1)形 式

美験川原予炉として従来閃一発されている原子炉は次の5形式に

大別される

(i)軽水減速形(スイ

(ii)重水減速形

(iii)均 質 形

(iv)ヱさ､ミ鉛 形

ソグ･プール形およびタソク形)

(Ⅴ)特 殊 形

このうち特殊形ほ省いて,プ､l､‡鉛形は初‡鋤こ開発され,均円形ほ

JRR-1でわかるように,熱出力は最大50kW紐皮で,矢験用設

備は制約されるが,反面温度係数が大きいので,原子炉の運転訓

練月日こは過している｡

､･‥∴:∴ 用がかかる,

力でほ小性子束が低くなお

われほ軽水減

減水軽

形を採用する

設

こ

形は高価な重水を似用するので運

スが制約される,小川

費が高いなどの欠点があり,われ

とにし釆二｡

にはスイミソグ･プール形とタンク形がある｡スイ

ソグ･プール形はスイミソグプール中に炉心をいれ,l_二l然循瑛

で冷却するのであるが,タソク形ほタソクの中に炉心部をいれ,

墟制循動こより冷却するので高山力を｢1けことができる利点があ

る｡両 とも側面のしゃへいほコソクリートで,上部のしゃへい

は軽水で行っている｡したがって実験者ほ上から炉心を~虹祝して

料の交検および実験器具のそう入引抜きができ,また炉から収

旧したものの放射能が高すぎれば,水中で冷却し減衰をまつこと

もでき,また運転中炉心内部を見られる｡また照射しようとする

料を任意の放射能強さの場所に操作者は放射線の被爆の心配な

く聞くことができるとともに,その試料寸法についても広範囲に

許容されるので,水ヤ実験孔などより目出度がある｡このように

実験訓糾抽こ適しており,･さらにアメリカでの多くの異例で示され

ているように安全性もあり,経済的にも割合い安価であるなどの

点から軽水減速形を採用することにした｡

スイミこ/グ･プール形にするかタンク形にするかについて緯々

検討されたが,スイミソグ･プール形にすれば,水の016(n,p)

N16反応によって高放射性水が自然循環によりプールの.†用巾こあ

がり,炉_【二部の放射能が高くなることが文献にもみえており,ま

た定格JlけJでの･長期運転が反応度の供=系で抑えられるなどの理由

により強制循英万

された場合も, 汚

を採用し,かつ放射能匿よって万一水が汚染

された水一量を少なくして除染作業を搾易にし,

週毎休止期間を短くするなどの理由によりタソク形を採用した｡

(2)

軽水 とにより燃料ほ必然的に渋柿ウランと

なるが,燃料の形状にほ棒状と板状とがある｡ 減水軽瑚来従 形

では特殊な例を除いて---▲般にMTR形といわれている八ツ橋形の
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第4図 原 子 炉 縦 断 面 図
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第5岡 原 子 炉

板状燃料を組立てた燃料要

平

何 RI製造型旨Eだ亡

何 気 道 管

(打)水平且通穴

(∋ 水､Ⅰ{突放穴

(亘)生体遮蔽体

(可 炉心タ:/ク

ー釘J夏 射 休

年)炉 心

図

を使用している｡当社においても板

状と棒状の場合の諸特性をいろいろ条件をかえて核的および熱的

に計算をこころみたが,特に棒状にしたための不都合が生じるこ

とはなく,かえっ

も従来と同程度の

は10%という低い濃縮度が最適でしか

rl~丁性子束がえられることがわかり燃料の単価

が安くてすむことになった｡また

ックを使用することにより,軽

状燃料 に2酸化ウラソセラミ

形周有の 比較的人きな負の

温度係数をもたせることができる｡また燃料自体の温度上昇をか

なり高くまで許すことができ,その温度効果によってさらに負の

反応度が大きくなり絶対に安全であることがわかった｡

以上のような

が炉子

設計に

れた｡

き文字通り燃料から臨界まで純

(3)炉心タソクおよぴしゃへい

産品の

験用プールの分離タンク形に

し炉心タンクと実験用プールとは隔壁によって分けられ,両者

56
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の水がまじらないようにしてあるが,プー′レ側が炉心

より離れると有効放射線最が減少し,実験がやりにく

くなるので,反射休の側面は隔壁に接し,さらに隔壁

には特殊な設 をして,放射線の減衰を防ぎ,プール

での有効線量を多くするようにした｡

炉心タソクおよびしゃへい実験用プールはアルミニ

ウム板で内張りし,水がもれないようにしている｡ま

た除染がコンクリートよりも容易である｡

炉心タソクは将来実験計画の拡張にも必要十分な両

横をとっており,サーマル･コラム部ほ~吋動とし,将

の実験のためのスペースをあけている｡

4.原子炉の構造

原子炉本体は炉心タンク部と隣接している実験用プー

ル部とより構成され,炉心タソク側と矧 用プール例の

周囲ほコンクリートでしゃへいされ上側ほ軽水にてしゃ

へいされている｡炉心タソク内の水は上部より燃料要素

を通って下部からぬけ,さらに冷却系統に導き冷却され

て炉心タンクにもどる｡一部は浄化系統にバイパスさせ

て炉心タンク内の水を浄化している｡原子炉本体の構造

を第4図および第5図に示し,各部の構追および職長を

述べる｡

4.1原子炉本体

4.1.1燃 料 要 素

燃料ほ濃縮度10%2酸化ウランセラ ックペレット

である｡燃料棒4本をクラスタとして一本の

としている｡

料要素

燃料要素のほかにチャンネル内に黒鉛を充てんした

ダミー要

る｡

外形寸法は燃料要

4.1.2 炉 心 部

燃料要

と同じであ

を収容する炉心容器は【二下に燃料要 の友

持板があり,10×10の正方格子状に配列されている｡

また燃料要 の間に3枚のシム安全板と1枚の調整板

がそう人され,上下の支持板により案内されている｡

黒鉛反射体ほ炉心容課の川田を振り因む1,100mm

何,高さ650mmの直方体である｡黒鉛はSMG級以

上で全表面はアルミニウムで被覆している｡

4.1.3 炉心 タ ンク

炉心タソクは底面3mxl.85mの矩形で高さ7mの

直方形のアルミニウムのタンクで,炉心酌･まタソクの

■~F部に設置されている｡タソクの1両は隔壁を介してしゃへい実

験用プールに接し,ほかの3面ほしゃへいコソクリートで囲まれ

ている｡タンク内には水平実験孔,水平貫通孔などのスリーブが

取り付けられている｡冷却材の山入口は炉心タンク内で上方に導

き,タソクの上部から外部に導く｡

4.l.4 生体しゃへいコンクリート

実験者の近接する可能性ある原子炉周辺の放射線レベルほ許容

値である100rnrem/weekの1/10以下を標準とした｡しゃへい材

料ほ主として普通コソクリートを用いコンクリートの高さは床面

より7m厚さは下部で約2.4mである｡炉心を開むしゃへい体外

周ほ八角形をしており,3両は延長されてしゃへい果験用プール

外壁となり,ほかの5面にほ熱中性子柱や実験孔が設けられてい

る｡炉の上側は深さ5.3mの水によりしゃへいされ,か内を観察

しながら操作ができる｡

′､l
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4.2 実 験 設 備

4.2.1水平実験孔

水や実験孔は熱中性子柱の両を除く香炉両に1 ずつ計4本を

床面から1mの高さに設け,しゃへいコソクリートと炉心タンク

を貫通し,うち2

まで伸びている｡

ほ黒鉛反射体外面まで,ほかの2本ほ炉心部

験孔内にほ重コンクリート製のしゃへいプラ

グがそう入されている｡

4.2.2 水平貴通孔

水平賞通孔を1本,床面より高さ870mmのところに設けしゃ

へいコソクリート,炉心タンク,黒鉛反射体を貫通している｡

人2.3 熱中性子柱

実験用プールと反対側の炉i帥こ設け,炉心タソク内の部分とし

ゃへいコソグリートを貫通する部分とに分かれている｡炉心タン

ク内のものほ黒鉛をアルミニウムで被 している｡実験の使用し

ない場合は炉上両からつり上げ取りはずせるようになっている｡

しゃへいコソクリート中の熱中性子柱は炉心タンク側に鉛があり

そのはかほアルミニウムのケースに納めた黒鉛柱よりなってい

る｡外側には厚さ約1.3nlの重コソクリートのしゃへいドアがあ

りレール上を臼走できる｡

4.2.4 しゃへい実験用プール

しゃへい実験用プールは炉心プールに隣接していて火きさほ幅

約31つュ長さ約6.5nl,深さ7.5rlュである｡多1_~l杓,とくにバルクシ

ールドの突験澗として設計され,プールでの突験はなるべく炉心

の近くで行えるようにした｡炉心タンクとの隔壁ほ実験プール1月

の水が汚染されないように設けている｡またプールの上i抑こは口

走式のブリッジを設け,実験を健ならしめている｡

4.2.5 Rl製造装置

黒鉛反射休の上部に置き,本体の現状ケースはアルミニウム製

で完全にシールされている｡ケース内にほ歯申装置があり,ホイ

ールはリソグ状でこれにカプセルを入れる円筒が40僻つり下げら

れ,手動で駆動し希望のカブセ′しが川し入れできる｡

4.2.る 気 送 管

知力命のアイソトープの生花に槌用する気送伴が2木,しゃへ

いコンクリートおよび炉心タンクを貫通し反射体の小にそう入さ

れている｡気送惜ほアルミニウムで,圧桁空気によりカプセルを

=し入れでき,途中に通路変撲崩せあり,必要な実験琴に試料が

送れるようになっている｡

4.2.7 アイソトープトレン

高分子材料に対する照射宍扱ができるように,か心タソク下方

外側に2本のアイソトープトレノを設けている｡

4.3 原子炉冷却水系統

炉の冷却水系統ほ弟る図に示すように冷却水循環系統,給水系統

およびオー/ミフロー系統からなっている｡

炉心タンクの水の温度上井ほ100kW迎沌即寺は2･5OC/h程度だが

最大の 反応度の時にも沸騰を起さず,また長時間適統運転も可

能な強溝Ij冷却方式を採用した｡冷却水循環系統は循瑛ポンプと鮒~l-i

力1001くWを除熱する熱交換暑誇よりなり,さらに冷却水の中の不純

物を除去する糾ヒ系統を設け,冷却水の一一部をバイパスして含有固

形分を1ppm以下にしている｡本系統はしゃへい実験朋プールの水

も循鑓できる｡

水系統は原子炉一次系統の水を供給する設備で,純水製造装置,

純水タソクおよび純水ポンプよりなり,二再生形混床式イオソ交換塔

で精製した純水を7.5m3の純水タンクに婿~くえ,必要に応じて供給す

る｡

オーバフロー系統ほ炉心タンクおよぴしゃへい実験用プールの水

l而を一定に保たしめ,オーバフローした水は廃水処理系統

ソクに送られる｡1冷却水系統の機器の睨閏および西J符を第7図に示

す｡

4.4 使用済燃料貯蔵70-ル

燃料要素は定硲運転を続け10年以上か心乾そう入したまま使用で

きる｡しかし央験._との都合で燃料要 を追加したり,振り出すこと

が考えられる｡燃料の収用しは炉心タンク中で移動用キャスクに移

しかえて炉去の1隅に設けられた使用済燃料プールに運び,臨糾こ

適しないように閏隔をとって架台に乗せて貯成される｡使用済燃料

プールは使用済燃料要 と披損燃料要 とかこ分けられている｡燃料

の破損はほとんど考えられないが,万一このような執政カミ起った場

合ほ矧脚絆紬こ封じこめて貯蔵するし､

4.5 計測制御系統設備

4.5.1中性子計測系統

申怖二戸計測系統は,‖力時における炉の動作を知るために対数

計数率計のf-l_けJを低Jlけ]レベル用に設計し周期士別肩掛こ入れて低

=力時の炉周期を指示記録せしめるとともに,計数装置によって

FllナJの小さな変動を知ることができる｡

本系統ほ核分裂形計数管を用いた原子炉起動チ

ヤソネル,r緑補償形電離箱を用いた原子炉周期

チャソネル,平行円板形電離箱を用いた定常運転

の安全およぴJ一上-け〕制御チャソネルなど5チャン

第6岡
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ネルよりなっている｡梢に核分裂形計数管は炉内

で上下に移動でき,その位~程は制御盤に指示され

る｡

4.5.2 プロセス計測系統

ブローヒス系統の温度,流量,圧力,液面などの

プロセス計測を現場および盤に指示記録し,さら

に警報またはスクラム用接点を設けて信号を出す

ようにしている｡

4.5.3 制御板操作系統

制御板ほ調整板1枚,シム安全顆3枚合計4枚

でいずれも垂直方向に駆動させる｡

シム安全板ほボロン入ステソレス鋼で,1.33%

の 価反応度せもちワイヤを介しドラムにより巻

き上げ,巻き下しされる｡ドラム

を介して

磁クラッチ

動機により駆動される,緊急の場合ほ
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クラッチがはずれてシム安全板が落下し急速に反応度を下げる｡

調整板はステンレス鋼で0.5%の等価反応度をもち,巻き上げ

巻き下しするが,緊急時のスクラムは行われない｡調整板の動き

ほ手動または自動操作で出力の制御が子■fえる｡

五5.4 安 全 回 路

(1) 20ut Of 3回路

安全チャンネルの増幅器の故障で炉をスクラムするのは好まし

くないので三つの安全チャンネルを設けて三つのチャソネルのう

ち二つ以上のチャソネルから信号が出た場合のみスクラム回路に

送るようにしてある｡

(2)起動イソタロック回路

炉の起動条件が満されたことを確認して起動準備完了の信号を

出す回路で,その条件は次のようである｡

熱交入口流量が0,25m3/min以上であること｡

炉心タソクおよびしゃへい実験用プールの水面が規定面

より140mm以内にあること｡

実験孔プラグがそう入されていること｡

中性子源による第1チャソネルの計数値が3count′/s以

上であること｡

危急弁が閉じていること｡

スクラム回路

危険状態をいち早く感知し,シム安全板を炉内にそう入して停

止せしめる回路で,次の番場合にスクラム信号が出る｡

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

(g)

起動条件のうち(c)を除き一つでも満されないとき｡

炉周期が5sより短くなったとき｡

20ut Of3回路よりスクラム信号がでたとき｡

周囲の放射能が平常値の約300%に

震度25galの地震を感知したとき｡

したとき｡

転者の判断で手動スクラムボタンを糾したとき｡

源に故障を生じたとき｡
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各スクラム信号に対してスクラムしたときその原田を知らせる

スクラム

(4) 警示回路が設けてある｡報 回 路

危険状態を感知して警報し,

次の場合に警報が禿せられる｡

転者の注意を喚起する‥~咽各で,

(a)熱交入口流量が0.4m3/min以下になったとき｡

(b)熱交出口,炉心タンク入口およびポソプ入口温度のうち

どれかが500C以上になったとき｡

炉周期が10sより短くなったとき｡

中性子東レベルが定常値の105%以上になったとき｡

記力出 ケールアウトしたとき｡

警報はブザーが鳴り,同時に原因を制御盤上の標示窓に指示す

る｡

5.放射性廃棄物処草堂設備

炉および研究室から排出される放射性廃棄物ほ,気体,液体およ

び固体の3体に分けてそれぞれ処理される｡

5.1放射性気体の処葦聖

水が中性子照射によって生ずる N16,N17,019などによる放射能

は半減期がきわめて短く,また微量であるために無視できる｡問題

となるのほ空気が照射されて生ずるA41で,これは炉窒の換気空気

で,4×10~8｣と∠C/cc以下に稀釈する｡ニの汚染空気はダンパを経て

フィルタにより除染された後,空気モニタにより常に監視,記録さ

れ,排凰機によって煙突より大気中に放出される｡

5.2 放射性廃水の処葦望

放射性 水は放射能濃度により高,中および低放射性廃水に分け

られる｡:約10~2/上Cノ/cc以上の微量な高放射性廃水は陶器製ピソに

入れて貯 し,日本放射性同位元 協会に処理を依顧する｡

中および低放射性廃水ほまず集液タンクに貯蔵し自然減衰させて

蒸発かんで蒸発させ,凝雁冷却器を通して復水タンクに貯える｡放
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第8図 廃 液処 理 設備配 置 図

肘液ほ放射能レベルが高い場斜まさらにイオン交換器を通して放射

能レベルが許容値以~Fであることを催試してから放川する｡濃縮液

ほ濃縮液タソクにため日本放射性同位元素協会に処理を依板する放

射性廃水処理系統の機器の配置および配管を舞8図に示す｡

5.3 放射性固体廃棄物

炉および実験室などからでる放射性固体廃棄物ほ日本放射性同位

ノC 協会指定の200トおよび500Jドラムかんに可燃性, 不二 性お

よびスラッジに分けて貯蔵し,一定量に達すれば同協会に処理を依

＼二:∴

d.放射線管葦里設備

研究所全体の建物は,非管理区域と管理礎二城とにわけられ,l両区二

城の境界に健康管理室がある｡ 理仲里康 賽にほノ弓,フ′線用とα縦川

の手足衣服モニタがそれぞれ1台ずつ設置され,さらにロッカーお

よび除染用装置が設置されている｡管理区域にfll入するにほ,この

健康管理室で手足衣服の放射能汚染の有▲無をしらべ,履物,上衣など

を取り換え,ポケットチェンバなどを着脱しなければならない｡

管理区域内の7■線量ほ,炉頂部,炉室壁面など9個所に配苫され

た電離箱形エリヤモニタで管理され,r線量の異常上昇の場合には

警報もしくほ炉を緊急停止するようになっている｡そのほかダスト

モニタ1台,床上汚染モニタ1台,可搬式モニタ数台が準備されて

いる｡
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冷却水系統にほ炉の一次冷却水の放射能を辿続的に監視するため

に液浸シンチレーション形のモニタを設けている｡排気ガス用煙突

の入l｣にはフィルタで炉過したあとの空気の放射能を監視するた

め,シソチレーショゾ形のガスモニタを設けている｡また廃水系統

のモニタとして,所外排水直前の水をモニタ槽において

祝するための廃水モニタを

諸施 の建設工

けている｡

7.建物と運転体制

綻的に監

京原子力産業研究所によって遂行され,原

手炉および原子炉施設は中央研究所によって運転および運営され

る｡このため建設過程から日立製作所中央研究所の研究員によって

構成される技術管理｣廿が,機船据付作

後の臨界前試験,臨界試験よ

を監督するとともに,建

～力

■
､

にらさ

h
リ
ノ で実施し,

設

転

に関する諸規定を作製したのち,う′退転を運転班に移管し,技術管理

ユ址は技術グループとして,特に原子炉の安全確保に当る予定である｡

なおこの技術グループほ実験に関するHazard Evaluation(安全性

評価)も行い,実験の実施に閲し助言を与えることになる｡

8.結 言

以上HTRの概要を紹介したが,昭和36 末の臨界試験を目 に

鋭意機器の製作および現地の建設を推進しており,完成のあかつき

にほ純国産実験炉の画期的な成果が期待されている｡




